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議  事  日  程 

 

日程第 １ 議席の指定 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 報第 ２ 号 専決処分事件の報告について 

日程第 ５ 認第 １ 号 平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第 ６ 認第 ２ 号 平成３０年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業

費特別会計歳入歳出決算 

日程第 ７ 認第 ３ 号 平成３０年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出

決算 

日程第 ８ 議第１８号 置賜広域行政事務組合職員の分限の事由並びに手続及び効

果に関する条例等の一部改正について 

日程第 ９ 議第１９号 置賜広域行政事務組合公益的法人等への職員の派遣等に関

する条例の設定について 

日程第１０ 議第２０号 置賜広域行政事務組合火災予防条例の一部改正について 

日程第１１ 議第２１号 令和元年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第３

号） 

日程第１２ 議第２２号 令和元年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算（第

２号） 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

午前９時３０分 開会 

 

○髙橋弘議長 本日の会議に欠席通告の議員は、４番平進介議員、１４番髙橋輝行議員で

あります。 

よって、ただいまの出席議員は２２名であります。 

去る１１月２０日招集告示されました、令和元年１１月置賜広域行政事務組合議会定

例会は、ここに成立いたしました。 

ただいまから、令和元年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

このたび、構成市町議会において、選出議員の交代選任がありましたので、この際、

議事の進行上、仮議席を指定いたします。 

このたび、交代選任された方の仮議席は、ただいま着席の議席といたします。 

本日の会議は、お手元に配付の議事日程により進めます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
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日程第１ 議席の指定 

 

○髙橋弘議長 日程第１、議席の指定を行います。 

構成市町議会における、選出議員の交代選任による議席の指定であります。 

会議規則第４条第２項の規定により指定いたします。 

１０番 近 野   誠 議員 

１１番 鏡   善 弘 議員 

１２番 相 田 日出夫 議員 

  以上であります。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第２、会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規則

第８８条の規定により指名いたします。 

１０番 近 野   誠 議員 

１５番 寒河江   司 議員 

１９番 菅 野 富士雄 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第３ 会期の決定 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第３、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期を、本日１日間と定めたいと存じますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第４ 報第２号 専決処分事件の報告について 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第４、報第２号専決処分事件の報告についてを議題といたしま

す。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 
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○中川勝理事長 ただいま上程になりました、報第２号専決処分事件の報告について説明

いたします。 

本件は、令和元年７月１１日に発生した、消防車両による物損事故に基づき生じた損

害賠償の額の決定について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分しまし

たので、同条第２項の規定により報告するものであります。 

○髙橋弘議長 ただいまの説明に対し、御質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

報第２号は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第５ 認第１号 平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第６ 認第２号 平成３０年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特

別会計歳入歳出決算 

日程第７ 認第３号 平成３０年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第５、認第１号平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計歳

入歳出決算、日程第６、認第２号平成３０年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏

事業費特別会計歳入歳出決算及び日程第７、認第３号平成３０年度置賜広域行政事務組

合消防特別会計歳入歳出決算の３件は、議事の都合により一括議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました認第１号平成３０年度置賜広域行政事務組合

一般会計歳入歳出決算、認第２号平成３０年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏

事業費特別会計歳入歳出決算及び認第３号平成３０年度置賜広域行政事務組合消防特別

会計歳入歳出決算について、一括して説明いたします。各会計とも当該決算の詳細につ

きましては、既に配付しております歳入歳出決算書及び決算に係る主要な施策の成果報

告書、本組合監査委員の決算等審査意見書によってご了承賜ることとして、以下、その

大要のみ説明いたします。 

まず、一般会計決算でありますが、総務費では、総務管理費において、事務局配置職

員の人件費及び広域交流拠点施設の維持管理費などのほか、広域連携の推進に繋げるた

め、構成市町職員が圏域の課題を解決する手法を学ぶ「広域連携セミナー」を実施する

とともに、置賜圏域の定住自立圏形成協定締結を内外に発信し、講演会を開催したとこ

ろであります。また、電算共同処理として、米沢市ほか２市４町のコンピュータ利用に

よる行政事務の共同化により、効率化を図ったところであります。 

次に、民生費の養護老人ホーム南陽やすらぎ荘については、入所者数の減少がみられ

たものの、入所生活の充実に資する事業を積極的に実施するとともに、研修を通して職

員の資質向上とスキルアップを図り、適切な処遇に努めたところであります。 

次に、衛生費でありますが、各クリーンセンターにおいて、適正処理を推進するため、
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整備計画に基づく施設の補修を行ったほか、各事業で必要最小限の設備、機器の修繕等

を計画的に実施し、施設の保全管理に努めたところであります。 

整備事業に関しては、令和２年度以降の新たな最終処分場を整備するため、国の循環

型社会形成推進交付金を活用し、平成２９年度から４か年継続事業として、建設工事を

推進したほか、埋蔵文化財発掘調査を実施したところであります。 

次に認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計決算でありますが、平成２４年度に策

定した第５次ふるさと市町村圏計画の広域活動計画に基づき、広域的人財育成事業とし

て、東京都市大学の坂倉准教授を講師に、住民の積極的参加による置賜ふるさと圏づく

りを推進するため、置賜３市５町から公募した１５名を対象に、講義や視察研修を実施

したほか、交流事業として、東京都港区芝地区において「２４時間トークカフェ置賜」

を実施し、新たな関係人口の創出を図ったところであります。 

次に認第３号消防特別会計決算でありますが、圏域住民の安全、安心を守るため、消

防、救急活動を遂行するとともに、消防１０か年整備計画に基づき、有利な財源を活用

し、通信指令システムの整備を行ったほか、消防車両１台を更新したところであります。 

以上が一般会計、ふるさと市町村圏事業費特別会計及び消防特別会計の決算の大要で

あります。 

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○髙橋弘議長 続いて、決算の概要について説明を求めます。猪脵会計管理者。 

〔猪脵郁子会計管理者 登壇〕 

○猪脵郁子会計管理者 私から認第１号平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入

歳出決算から認第３号平成３０年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算ま

での３会計につきまして、その概要をご説明いたします。 

はじめに認第１号平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算ですが、

決算書の１ページ、２ページをご覧ください。 

１ページの合計欄ですが、歳入の予算現額６７億２，９１５万７千円につきましては、

前年度と比べて１３億７，８５３万２千円の増となりました。 

この予算現額は、当初予算額３０億７，６８１万２千円に、補正予算額１７億    

６，２１２万円と、平成２９年度からの繰越予算額１８億９，０２２万５千円を加えた

ものとなります。 

調定額は５４億７,４１５万５３５円で、これに対する収入済額は４９億６，７２５万

７，８４７円であり、前年度に比べて１４億９，５４７万７，７７７円の増となりまし

た。 

この結果、予算現額に対する収入率は７３．８％、調定額に対する収入率は９０．７％

となっております。 

前年度に比べて収入増となった主な科目は､１款分担金及び負担金が１億５，８９０万

８,３０８円、３款国庫支出金が４億９,７５１万７千円、８款組合債が８億６,７５０万

円の増などです。一方、収入減となった主な科目は、５款繰入金が、６，３８５万    

４，１８４円、７款諸収入が、２０５万９，９５８円の減などです。 

次に不納欠損額ですが、１万３，２６８円で、全額衛生手数料です。前年度と比較し
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て、８，５６０円の減となっております。 

次に収入未済額ですが、５億６８７万９，４２０円で、前年度に比べて、１億     

１，９４０万３，５８８円の減となりました。内訳は、衛生手数料３８万４２０円と、

衛生費国庫補助金５億６４９万９千円となっております。 

以上が歳入の概要です。 

次に歳出に移ります。３ページ、４ページをご覧ください。 

支出済額は、４８億９,７１２万５,５６２円で、予算現額６７億２,９１５万７千円に

対する執行率は７２．８％となり、前年度に比べて１４億９，５３７万９，０６０円の

増となりました。 

前年度に比べて支出増となった主な科目は、２款総務費が１億３,２６３万３,６０５

円、４款衛生費が１３億３，３４５万８，４０２円の増などです。 

一方、支出減となった主な科目は、３款民生費で６０６万６，００１円、５款土木費

が１７７万３，９２９円の減などです。 

以上の結果、収支状況ですが、収入済額４９億６，７２５万７，８４７円から支出済

額４８億９,７１２万５,５６２円を差し引いた歳入歳出差引残額は、７，０１３万   

２，２８５円となり、令和元年度へ繰り越しました。 

なお、繰越明許費等の平成３０年度から令和元年度へ繰り越すべき財源がありません

ので、この額が実質収支額となり、前年度より９万８，７１７円の増となりました。 

以上が一般会計の概要です。 

続きまして、認第２号平成３０年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特

別会計歳入歳出決算です。決算書の５ページ、６ページをご覧ください。 

歳入ですが、収入済額は５７０万８，０１８円で、調定額と同額です。 

歳出ですが、支出済額は収入済額と同額で、予算現額６１１万６千円に対しての執行

率は９３．３％です。 

次に、認第３号平成３０年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算です。

決算書の７ページ、８ページをご覧ください。 

歳入ですが、収入済額は２２億８，７４１万９，１０６円で、調定額と同額です。 

収入の主なものは、１款分担金及び負担金と３款繰越金です。 

歳出ですが、支出済額は２２億５,６７４万５,０２３円で、予算現額２２億８,５３１

万５千円に対する執行率は９８．７％です。 

以上の結果、収支状況ですが、収入済額２２億８，７４１万９，１０６円から支出済

額２２億５，６７４万５，０２３円を差し引いた歳入歳出差引残額は３，０６７万   

４，０８３円となり、令和元年度へ繰り越しました。 

なお、繰越明許費等の平成３０年度から令和元年度へ繰り越すべき財源がありません

ので、この額が実質収支額となり、前年度より５７１万６１０円の増となりました。 

以上が認第１号から認第３号までの一般会計決算及び特別会計決算の概要であります。

事業及び金額の詳細につきましては、歳入歳出決算事項別明細書及び主要な施策の成果

報告書などをご覧いただきたいと思います。 

私からの説明は以上です。 

○髙橋弘議長 続いて､監査委員から審査結果について報告を求めます。濱田代表監査委員。 
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〔濱田俊明代表監査委員 登壇〕 

○濱田俊明代表監査委員 おはようございます。私から、決算審査の結果についてご報告

申し上げます。議員並びに執行部各位におかれましては、決算審査意見書２３ページか

らのまとめの欄をご覧願います。 

監査の対象は、平成３０年度置賜広域行政事務組合一般会計、ふるさと市町村圏事業

費特別会計、消防特別会計並びに基金の運用状況等でございます。令和元年８月２３日

から９月２６日までの間、関係施設において、各会計の関係諸帳簿や証拠書類の照合を

行うとともに、施設の所属長及び関係職員からの説明を求め、審査を実施いたしました。 

審査の結果につきましては、各会計の決算及び基金運用状況調書の係数は正確で、関

係法令に準拠して処理されており、予算の執行及び会計処理等につきましても適正と認

められました。なお、詳細につきましては、お手元に配付しております決算等審査意見

書のとおりでございますが、各会計の審査結果の概要について、意見、要望も含めまし

て申し上げます。 

はじめに一般会計でございますが、歳入決算額は、４９億６，７２５万８千円で、前

年度に比べて１４億９，５４７万８千円、率にして４３.１パーセントの増加となり、歳

出決算額は、４８億９，７１２万６千円で、前年度に比べて１４億９，５３７万９千円、

率にして４４パーセントの増加となっております。 

実質収支額は、決算審査意見書２ページに記載のとおりでございますが、７,０１３万

２千円で、単年度収支額は、９万９千円の黒字となりました。 

将来負担すべき組合債の年度末残高は、４４億６，６５７万６千円で、主な地方債の

発行状況は、浅川最終処分場建設工事等の進展に伴い、前年度に比べて１１億９０５万

２千円、率にして３３パーセント増加しております。今後も、最終処分場整備事業建設

工事の進展に伴い、新たな組合債の発行が予定されていることから、今後も長期借入債

に伴う公債費の増加が見込まれるところでございます。 

主な事業といたしましては、最終処分場整備事業で、次期最終処分場の建設に向け、

環境省の循環型社会形成推進交付金を活用して、平成２９年度から４か年継続事業とし

て最終処分場建設工事に着手しておりますが、本年度は２年目にあたり、１区画、２区

画の造成工事、浸出水処理施設工事の詳細設計、機器製作の実施、あわせて建設工事に

係る設計施工監理業務等を実施しております。来年度予定の新たな最終処分場完成後は、

本組合の基幹事業の一つであるごみ処理事業の大きな進展が期待されるところでありま

す。 

施設建設に係る財政面においては、今後、南陽やすらぎ荘整備事業やし尿受入施設整

備事業等の多額の事業費を要する事業が予定されていることから、歳入歳出全般にわた

り、新たな財政引締めを推し進める必要があります。歳出の見直しはもちろんのこと、

自主財源の多くを占める衛生手数料及び証紙収入の原価計算の検証等により、受益者負

担割合を明確にし、適正な自主財源の確保に向けてなお一層努めていただくよう要望い

たします。 

また、施設運営面においては、国の補助金を活用するなど施設の延命化を図り、事務

事業の効率化や効果的な執行に期することはもとより、事務事業の見直しや民間活力の

導入等、財政健全化に向けた中長期的な運営計画の推進に努め、歳出の徹底した削減を
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図り、構成市町の財政負担の軽減に向けてなお一層の努力を望むものであります。 

次に、ふるさと市町村圏事業費特別会計でございますが、歳入、歳出決算額は同額の

５７０万８千円で、歳入決算額、歳出決算額ともに前年度に比べて６３万７千円、率に

して１２.６パーセントの増加となっております。 

基金の一部を長期国債で運用しているほか、銀行の定期預金等への積極的かつ確実な

運用を実施する等、安全な運用を図っていることに敬意を表したいと思います。 

主な事業といたしましては、第５次置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏計画に基

づき、広域的交流活動の推進のほか、広域的人財育成事業を実施しております。低金利

下の情勢ではありますが、今後も基金の効率的で安全確実な運用に努めるとともに、限

られた財源を有効活用し、引き続き本圏域の特色を生かした、圏域の振興に資する事業

を展開していただきたいと考えます。 

次に、消防特別会計でございますが、歳入決算額は、２２億８,７４１万９千円で、前

年度に比べて２，２９６万８千円、率にして１パーセントの減少となり、歳出決算額は、

２２億５,６７４万５千円で、前年度に比べて２，８６７万８千円、率にして１．３パー

セントの減少となっております。 

実質収支額は決算審査意見書１６ページに記載のとおりですが、３,０６７万４千円で、

単年度収支額は５７１万１千円の黒字となりました。 

消防債の年度末残高は、２４億６,８３２万５千円で、前年度に比べて３億７７３万７

千円、率にして１１.１パーセントの減少となっております。今後も、消防１０か年整備

計画に基づき、消防救急車両の更新や維持補修費が見込まれているところでございます。 

本年度事業といたしましては、消防施設整備事業で、消防１０か年整備計画に基づき、

消防車両１台の更新に加え、防災対策事業債を活用した通信指令システム機器更新を実

施しており、更なる圏域消防機能の強化が図られております。 

これからの消防救急業務においては、近年、多発している自然災害に対応するため、

人的能力、資材機材の整備を含め、消防力の強化が強く求められております。消防広域

化のスケールメリットを最大限に生かし、圏域住民の生命、身体、財産を守るため、な

お一層の消防救急体制の強化、充実を図るとともに、効率的かつ効果的な運営により、

構成市町の財政負担の軽減に向けて、引き続き努力していただきたいと存じます。 

最後に、本組合全般について意見、要望を申し上げます。 

予算執行にあたっては、多額の事業費を要する浅川最終処分場建設工事を実施してい

る中、地方公務員という職責を自覚し、職員一人ひとりが慣例にとらわれない柔軟な発

想と創意工夫をもって、事務事業の効率化とコスト意識の徹底を図るとともに、最少の

経費で最大の効果を挙げるよう、財政面に配慮した施策を講じる必要があります。第１

次及び第２次集中改革プランで培った行財政改革の視点を継承しつつ、平成３０年度か

ら新たに５か年計画で策定された経営計画に基づき、限られた人的資源、物的資源を活

用した効率的かつ安定的な組織運営と、行政サービスの質的向上を期待するものであり

ます。少子高齢化による人口減少が進行する中で、行政課題や事業の必要性を的確に把

握し、構成市町とさらなる連携を図りながら、住民目線に立った行財政事務に心掛け、

圏域住民の福祉の増進に応えるため、費用対効果を主眼とした、適正かつ効果的な予算

執行に努められるよう、強く要望するものであります。 
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以上、各会計の決算審査の報告といたします。 

○髙橋弘議長 以上、提案のありました３件について、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

お諮りいたします。 

認第１号、認第２号及び認第３号を認定することに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、認第１号、認第２号及び認第３号は認定することに決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第８ 議第１８号 置賜広域行政事務組合職員の分限の事由並びに手続及び効果

に関する条例等の一部改正について 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第８ 議第１８号置賜広域行政事務組合職員の分限の事由並び

に手続及び効果に関する条例等の一部改正についてを議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました議第１８号置賜広域行政事務組合職員の分限

の事由並びに手続及び効果に関する条例等の一部改正について説明いたします。 

本案は、地方公務員法の改正により、成年被後見人等に係る欠格条項についての規定

が削除されたことに伴い、条例で引用する同法の条項等を整備するため提案するもので

あります。 

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○髙橋弘議長 ただいまの説明に対し、御質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

お諮りいたします。 

議第１８号を原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、議第１８号は原案のとおり決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 



- 10 - 

 

 

日程第９ 議第１９号 置賜広域行政事務組合公益的法人等への職員の派遣等に関す

る条例の設定について 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第９、議第１９号置賜広域行政事務組合公益的法人等への職員

の派遣等に関する条例の設定についてを議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました、議第１９号置賜広域行政事務組合公益的法

人等への職員の派遣等に関する条例の設定について説明いたします。 

本案は、公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律に基づき、公益

的法人等への職員の派遣等に関し、必要な事項を定めるため提案するものであります。 

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○髙橋弘議長 ただいまの説明に対し、御質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

お諮りいたします。 

議第１９号を原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、議第１９号は原案のとおり決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１０ 議第２０号 置賜広域行政事務組合火災予防条例の一部改正について 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第１０、議第２０号置賜広域行政事務組合火災予防条例の一部

改正についてを議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました議第２０号置賜広域行政事務組合火災予防条

例の一部改正について説明いたします。 

本案は、消防法令に規定する消防用設備が設置されていない法令違反がある場合に、

その違反内容等を公表できるようにするほか、所要の改正を行うため提案するものであ

ります。 

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 
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○髙橋弘議長 ただいまの説明に対し、御質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

お諮りいたします。 

議第２０号を原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、議第２０号は原案のとおり決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第１１ 議第２１号 令和元年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算  

（第３号） 

日程第１２ 議第２２号 令和元年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算 

（第２号） 

 

○髙橋弘議長 次に、日程第１１、議第２１号令和元年度置賜広域行政事務組合一般会計

補正予算（第３号）及び日程第１２、議第２２号令和元年度置賜広域行政事務組合消防

特別会計補正予算（第２号）の２件は、議事の都合により一括議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました議第２１号令和元年度置賜広域行政事務組合

一般会計補正予算（第３号）及び議第２２号令和元年度置賜広域行政事務組合消防特別

会計補正予算（第２号）について、一括して説明いたします。 

はじめに、一般会計補正予算でありますが、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ６，３２２万７千円を減額し、補正後の予算総額を３５億２，６００万３千円とす

るものであります。 

歳出でありますが、各款においては、人事異動及び平成３０年人事委員会勧告に伴う

人件費などの補正を行うほか、民生費では、南陽やすらぎ荘の施設整備に係る設計業務

委託料を減額、衛生費では、契約差額及び事業見直しに伴う修繕料等の減額、公債費で

は、借入利子の確定に伴う減額を行うものであります。 

これらに伴う財源でありますが、建物使用料、前年度繰越金、国庫支出金を増額し、

分担金及び負担金、諸収入、組合債を減額するものであります。 

次に、消防特別会計補正予算でありますが、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ１９０万４千円を追加し、補正後の予算総額を２３億２，７３３万９千円とするもの

であります。 

歳出でありますが、消防費においては、一般会計同様、人件費などの補正を行うほか、

通信指令システム整備事業において契約差額を減額、公債費では借入利子の確定に伴う
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減額を行うものであります。 

これらに伴う財源でありますが、前年度繰越金を増額し、分担金及び負担金、消防債

を減額するものであります。 

以上が一般会計補正予算及び消防特別会計補正予算の内容であります。 

よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○髙橋弘議長 ただいまの説明に対し、御質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

お諮りいたします。 

議第２１号及び議第２２号を原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋弘議長 御異議なしと認めます。 

よって、議第２１号及び議第２２号は原案のとおり決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

閉  会 

 

○髙橋弘議長 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件は、全て議了いたしま

した。 

これをもちまして、令和元年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を閉会いたしま

す。 

御苦労様でした。 

 

午前１０時１５分 閉会
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